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(57)【要約】
【課題】比較的高出力の電動機具の電源として低出力用
のバッテリパックを利用できるようにすることで、電動
機具の利便性および取り扱い性を高める。
【解決手段】風を噴出させるための管状のノズル１３を
ハウジング１１の前側に備え、回転により前記ノズル１
３に風を送り出す送風ファン４３とこの送風ファンを回
転駆動する電動モータ４１とを前記ハウジング１１内に
備える電動ブロワ１０。電動ブロワ１０は、使用者がこ
のブロワ１０を手に持って使用する際に握るための前後
方向に延びるハンドル２１がハウジング１１の上側に設
けられる。電動ブロワ１０はまた、別個の充電可能なバ
ッテリパックＢ１，Ｂ２をそれぞれハウジングに取り付
けることのできる複数個の取り付け部３１，３２を備え
、この取り付け部３１，３２に取り付けられた複数個の
バッテリパックＢ１，Ｂ２の電力によって電動モータ４
１が駆動するよう構成される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　枝葉等を吹き飛ばすことができるように風を噴出させるための管状のノズルをハウジン
グの前側に備え、回転により前記ノズルに風を送り出す送風ファンとこの送風ファンを回
転駆動する電動モータとを前記ハウジング内に備える電動ブロワであって、
　使用者が本ブロワを手に持って使用する際に握るための前後方向に延びるハンドルが前
記ハウジングの上側に設けられており、
　別個の充電可能なバッテリパックを前記ハウジングにそれぞれ取り付けることのできる
複数個の取り付け部を備え、この取り付け部に取り付けられた複数個のバッテリパックの
電力によって前記電動モータが駆動するよう構成された、電動ブロワ。
【請求項２】
　請求項１に記載の電動ブロワであって、
　前記ハンドルの左右方向の握り幅の寸法をＷとしたとき、前記の複数個の取り付け部は
、取り付けられたバッテリパックを含む本ブロワ全体の重心位置が前記ハンドルの握り幅
の中心面から左右両側に１．５Ｗの距離の範囲内に収まるように配設されている、電動ブ
ロワ。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の電動ブロワであって、
　前記の複数個の取り付け部は、本ブロワを水平面に置く際に本ブロワの最下部と取り付
けられたバッテリパックとの少なくとも２箇所で該水平面に接地できるように配設されて
いる、電動ブロワ。
【請求項４】
　請求項３に記載の電動ブロワであって、
　前記の複数個の取り付け部は、取り付けられたバッテリパックがいずれも前後方向につ
いては本ブロワの最下部よりも後側に位置しかつ上下方向についてはその最下部を通り前
記ノズルの中心線と平行な面より上側に含まれるように配設されている、電動ブロワ。
【請求項５】
　請求項１から請求項４までのいずれか１項に記載の電動ブロワであって、
　前記の複数個の取り付け部はバッテリパックを隣接位置でかつ同一方向に動かして取り
付けることができるように配設されている、電動ブロワ。
【請求項６】
　請求項１から請求項５までのいずれか１項に記載の電動ブロワであって、
　前記ハンドルの左右方向の握り幅の寸法をＷとしたとき、取り付けられた各バッテリパ
ックの重心位置が前記ハンドルの握り幅の中心面から左右両側に１．５Ｗの距離の範囲内
に収まっている、電動ブロワ。
【請求項７】
　請求項１から請求項６までのいずれか１項に記載の電動ブロワであって、
　取り付けられたバッテリパックを含む本ブロワ全体の重心位置が前記ハンドルの握り幅
の中心面から左右いずれかの側にずれている、電動ブロワ。
【請求項８】
　請求項１から請求項７までのいずれか１項に記載の電動ブロワであって、
　取り付けられた複数個のバッテリパックの重心位置が前記ハンドルの握り幅の中心面に
対して左側と右側にそれぞれ少なくとも１つずつある、電動ブロワ。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、充電式バッテリパックで駆動し地面の枯葉等を吹き飛ばすために用いられる
電動ブロワに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　下記の特許文献には本技術分野の電動ブロワに関する技術が開示されている。このブロ
ワは、細長い管状のノズル１３を設けてこのノズル１３の先端から吹き出る風により枯葉
等を吹き飛ばすことを可能としたブロワである。
【０００３】
　この種のブロワに限らず、電動機具のバッテリパックには、出力電圧が例えば１８Ｖや
３６Ｖのものが提供されている。主として手持ちの電動機具であって比較的小型で小出力
の機種には１８Ｖ出力のバッテリパックが用いられ、より高出力を要する比較的大型（高
出力）の電動機具の場合にはより大型の３６Ｖ出力のバッテリパックが用いられる。
【０００４】
　近年、高出力の電動機具についてもコードレス化が図られ、これに伴って大型の３６Ｖ
バッテリパックが普及してきているが、依然としてより小型の１４．４Ｖバッテリパック
や１８Ｖバッテリパックが主流であり広く普及している。また、通常電動機具の使用者は
予備バッテリパックを複数個用意して、これを作業と並行して充電しておくことにより、
バッテリパックを取り替えながら一台の電動機具で長時間連続して作業できるようにして
いる。この点でも、大型の３６Ｖバッテリパックよりも小型の１８Ｖバッテリパックの方
が広く普及している。
【０００５】
　さらに、電動機具用のバッテリパックは電源仕様が同一である複数の種類の電動機具間
で使い回しできるようになっている。１８Ｖ仕様の電動機具の機種が豊富で広く普及して
いることもあって、１８Ｖバッテリパックの普及度は３６Ｖバッテリパックよりも大幅に
高い。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－１６３３００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、従来３６Ｖバッテリパックを専用電源とする高出力の電動機具について
、より広く普及している小型の１８Ｖバッテリパックを流用することができないため、使
用者は高出力の電動機具専用の３６Ｖバッテリパックを用意せざるを得ず、この点でコス
ト高になる問題があり、また高出力の電動機具の取り扱い性をより高める余地があった。
【０００８】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたものであり、本発明が解決しようとする
課題は、比較的高出力の電動機具の電源として低出力用のバッテリパックを利用できるよ
うにすることで、電動機具の利便性および取り扱い性を高めることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のひとつの観点からは、枝葉等を挟んで刈り取ることができるように相対的に往
復動可能に設けられたノズルをハウジングの前側に備え、回転動を発生させる電動モータ
とこの回転動をノズルの相対的な往復動に変換する変換機構とをハウジング内に備える電
動ブロワが得られる。電動ブロワは、使用者が本ブロワを手に持って使用する際に握るた
めの前後方向に延びるハンドルがハウジングの上側に設けられている。電動ブロワはまた
、別個の充電可能なバッテリパックをハウジングにそれぞれ取り付けることのできる複数
個の取り付け部を備え、この取り付け部に取り付けられた複数個のバッテリパックの電力
によって電動モータが駆動するよう構成されている。これにより、低出力用のバッテリパ
ックを２個取り付けて高出力の電動ブロワを利用することができる。したがって低出力用
のバッテリパックを有効利用できるとともに、高出力の電動ブロワの利便性および取り扱
い性を高めることができる。
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【００１０】
　好ましい態様として、前記ハンドルの左右方向の握り幅の寸法をＷとしたとき、前記の
複数個の取り付け部は、取り付けられたバッテリパックを含む本ブロワ全体の重心位置が
前記ハンドルの握り幅の中心面から左右両側に１．５Ｗの距離の範囲内に収まるように配
設される。これにより、ハンドルを握って本ブロワを携える際にバランスが安定するため
ブロワの取り扱い性が高まる。また、取り付けられた各バッテリパックの重心位置もハン
ドルの握り幅の中心面から左右両側に１．５Ｗの距離の範囲内に収まっていることが好ま
しい。
【００１１】
　別の好ましい態様として、前記の複数個の取り付け部は、本ブロワを水平面に置く際に
本ブロワの最下部と取り付けられたバッテリパックとの少なくとも２箇所で該水平面に接
地できるように配設されている。これにより、ブロワを地面等に置く際に、重量物である
バッテリパックを含む少なくとも２箇所で接地させて置くことができるため姿勢が安定し
ブロワの取り扱い性が高まる。また、ブロワ全体の重心位置が前後方向についてブロワの
最下部とバッテリパックとの間に位置していることが望ましい。
【００１２】
　別の好ましい態様として、前記の複数個の取り付け部は、取り付けられたバッテリパッ
クがいずれも前後方向については本ブロワの最下部よりも後側に位置しかつ上下方向につ
いてはその最下部を通り前記ノズルの中心線と平行な面より上側に含まれるように配設さ
れている。これにより、ブロワを地面等に置いた時にノズルが地面に触れないため、ノズ
ルを傷つける虞が少なくブロワの取り扱い性が高まる。
【００１３】
　別の好ましい態様として、前記の複数個の取り付け部はバッテリパックを隣接位置でか
つ同一方向に動かして取り付けることができるように配設されている。これにより、バッ
テリパックを容易に取り付け・取り外しすることができ、ブロワの取り扱い性が高まる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、低出力用のバッテリパックを有効利用できるとともに、高出力の電動
ブロワの利便性および取り扱い性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１の実施形態に係るブロワ全体の斜視図である。
【図２】図１のブロワの本体部分の左側面図である。
【図３】図１のブロワの本体部分の上面図である。
【図４】図１のブロワの後面図である。
【図５】図１のブロワの本体部分の下面図である。
【図６】バッテリパックの斜視図である。
【図７】バッテリパックのケースの取り付け面を示す平面図である。
【図８】図７のバッテリパックのＶＩＩＩ－ＶＩＩＩ線での断面図である。
【図９】第２の実施形態に係るブロワの後面図である。
【図１０】第３の実施形態に係るブロワの本体部分の下面図である。
【図１１】第４の実施形態に係るブロワの本体部分の左側面図である。
【図１２】第５の実施形態に係るブロワの本体部分の左側面図である。
【図１３】第６の実施形態に係るブロワの本体部分の左側面図である。
【図１４】第７の実施形態に係るブロワの本体部分の左側面図である。
【図１５】第８の実施形態に係るブロワの本体部分の左側面図である。
【図１６】第９の実施形態に係るブロワの本体部分の左側面図である。
【図１７】ファンを縦ボリュート式に変形したブロワの例を示す概略図である。
【図１８】図２のブロワにバッテリの残容量表示を設けた変形例を示す図である。
【図１９】図１８とは別の位置にバッテリの残容量表示を設けた変形例を示す図である。
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【図２０】図９のブロワにバッテリの残容量表示を設けた変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明を実施するための形態について、図面を参照しながら以下に説明する。図面にお
いて共通の符号を付した部位は互いに実質的に同一の機能を有する部位であるため、以下
では図１～図６に示す第１の実施形態を中心に説明し、他の実施形態については差異のみ
を述べる。
【００１７】
［ブロワ本体およびノズル］
　取り付けられた充電可能なバッテリパックにより駆動し、主に地面に落ちた枯葉等を吹
き飛ばすための電動ブロワの様々な例を図１～図１７に示す。この種のブロワ１０は、図
１に示すような細長い管状のノズル１３を本体１０ｂのハウジング１１の前側（使用者か
ら見て奥側）に備えており、本体１０ｂを手で支えて自由に動かしつつこのノズル１３の
先端から吹き出る風により枯葉等を吹き飛ばすことができる。本実施形態のノズル１３は
概して直線状であり、先端のみが上方に屈曲している。このブロワ１０は通常はノズル１
３を斜め下方に向けて使用するが、本明細書ではノズル１３が先端に向けて延びる方向を
前方として説明する。
【００１８】
　またこのブロワ１０は、図２に示すように、取り付けられたバッテリパックＢ１，Ｂ２
の電力により回転駆動されて前記ノズルに風を送り出す送風ファン４３（ボリュート）（
図５も参照）と、この送風ファン４３を回転駆動する電動モータ４１とをハウジング１１
内に備えている。図２にはこれらの位置を仮想的に示す。これらモータ４１とファン４３
の具体的な構成は公知のものを利用できるためここでは詳細な説明を省く。本実施形態の
ブロワ本体のハウジング１１は全体的に丸みを帯びた形状を有しているが、概して前後が
最も長く左右が最も短い形状である。モータ４３およびファン４３は、上下方向を軸とす
る横型のファンである。そのため、ハウジング１１は上記のように左右方向が最も短い（
薄い）が、少なくともこのファン４３の直径を収容できるように左右の側方に張り出した
張り出し部１１ｂを有している。ハウジング１１のうちのファン４３の下側部分には、外
部から空気を取り込むための吸気口１５が開けられている。吸気口１５は、図２に示すよ
うにハウジングの側面と、図５に示すようにハウジング１１の下面とに設けられており、
ファン４３を収容するファンケースと連通する。一方で、ノズル１３は図２に破線で示す
ようにファンケースと連通するようにハウジング１１の前部に取り付けられている。ファ
ン４３によって送り出された風は、図５に示す矢印のように本体１０ｂ側からノズル１３
内へ流れる。
【００１９】
［ハンドル］
　ブロワ１０には、使用者がブロワ１０を手に持って使用する際に握るハンドル２１が図
１に示すようにハウジング１１後部（使用者から見て手前側）の上側に設けられている。
ハンドル２１は、図３に示すように上から見て縦向き（すなわち概して前後方向）に延び
る握り部２１ｇを備えている。ハンドル２１はまた図２に示すように電動モータ４１の作
動のオン・オフを切り替えるスイッチボタン２１ｓを備えている。本実施形態のハンドル
２１は図１に示すようにループ状に形成されその一部を握り部２１ｇとしている。ハンド
ル２１はハウジング１１に左右方向に孔を空けることでループが形成されており、その孔
の上側に握り部２１ｇが形成されている。したがってハンドル２１はハウジング１１の一
部を構成している。なお、ハンドル２１は必ずしも閉じたループ状である必要はなく、途
切れた終端を有する片持ち状のハンドルとしても良い。
【００２０】
［バッテリパック］
　ブロワ本体１０ｂのハウジング１１には、図５に示すように別個のバッテリパックＢ１
，Ｂ２をそれぞれ取り付けることのできる取り付け部３１，３２が複数設けられている。
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バッテリパックＢ１，Ｂ２は図８に示すようにケースＢｃ内に複数個の充電可能な電池セ
ルＣを収容して所定の出力を実現した典型的なバッテリである。図８には例として１０本
の電池セルＣを収容したバッテリパックＢ１を示す。電池セルＣは例えばリチウムイオン
電池であるが、充電可能な二次電池であれば他の種類の電池としても良い。バッテリパッ
クＢ１，Ｂ２は、ブロワ１０から取り外して別途用意した充電器により充電することによ
り、繰り返しブロワ１０の電源として使用することができる。
【００２１】
　取り付け部３１，３２に取り付けたバッテリパックＢ１，Ｂ２の電力は主として電源回
路を経て電動モータ４１に供給される。本実施形態のバッテリパックＢ１，Ｂ２はひとつ
の例として１８Ｖ出力のものであり、取り付け部３１，３２に取り付けられると電源回路
によって直列に接続されて実質的に３６Ｖ出力を実現する。すなわち電動モータ４１はこ
のように直列接続された２つのバッテリパックＢ１，Ｂ２による３６Ｖ電源によって動作
する定格電圧３６Ｖのモータである。これにより、低出力用の１８ＶバッテリパックＢ１
，Ｂ２を有効利用できるとともに、高出力のブロワ１０の利便性および取り扱い性を一層
高めることができる。特に、予備バッテリパック等を含めて現在広く普及している１８Ｖ
バッテリパックを流用することができ、これにより新たに３６Ｖバッテリパックを別途購
入することなく３６Ｖ仕様で高出力のブロワ１０を利用できる。したがって、切断作業の
低コスト化および作業性の向上を図ることができる点で顕著な効果を得ることができる。
【００２２】
［バッテリパックの取り付け部］
　本実施形態の各取り付け部３１，３２は、バッテリパックのひとつの形態として特に図
６に示すようなスライド取り付け式のバッテリパックＢ１，Ｂ２を取り付けることができ
るように形成されている。なおこの２個のバッテリパックＢ１，Ｂ２は同一の形態を有す
るものであって２個の取り付け部３１，３２も実質的に同一の形態を有するため、代表し
て一方の取り付け部３１およびこれに取り付けるバッテリパックＢ１を用いて説明する。
取り付け部３１には、図５に示すように２本の平行なレール３１ａと、正負の接続端子３
１ｂ，３１ｃが設けられている。一方で、バッテリパックＢ１は図７に示すようにケース
Ｂｃの一面に２本の平行なレールＢｂを備えている。このレールＢｂ間には正負それぞれ
の接続端子Ｂｄ，Ｂｅを備えている。
【００２３】
　バッテリパックＢ１のレールＢｂを取り付け部３１のレール３１ａに沿ってスライドさ
せて係合させることにより、バッテリパックＢ１をブロワ本体１０ｂに機械的に取り付け
でき、また逆の操作により取り外し可能となっている。また、正負の接続端子３１ｂ，３
１ｃにバッテリパックＢ１の正負の接続端子Ｂｄ，Ｂｅがそれぞれ接続されることにより
、バッテリパックＢ１がブロワ本体１０ｂの電源回路に電気的に接続される。
【００２４】
　図６に示すように、バッテリパックＢ１には取り付け部３１に対する取り付け状態にロ
ックするためのロック爪ＢｇがケースＢｃのレールＢｂを設けた面から内外に進退可能に
設けられている。一方で、図５に示すように、取り付け部３１にはバッテリパックＢ１の
ロック爪Ｂｇを係合させてバッテリパックＢ１を取り付け状態にロックするための凹形状
の爪係合部３１ｄが設けられている。図７に示すように、バッテリパックＢ１にはロック
爪Ｂｇをケース内に後退させて取り付け部３１の爪係合部３１ｄに対する係合状態を解除
するためのロック解除ボタンＢａが、ケースＢｃのロック爪Ｂｇを設けた面の隣の面に設
けられている。また、図５に示すように取り付け部に取り付けられたバッテリパックＢ１
を取り外し方向に付勢する板ばね等の付勢部材３１ｅを備えている。
【００２５】
［取り付け部の配設位置と取り付け・取り外し方向］
　図１～図６に示す第１の実施形態のブロワ１０では、２個の取り付け部が本体１０ｂの
ハウジング１１後部の下側に、下向きで設けられている。そして、ひとつの取り付け部３
１が前側に、もうひとつの取り付け部３２が後側に互いに隣接して配置され、各取り付け
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部３１のレール３１ａは図５に示すように左右方向に向けて設けられている。図５におい
て白抜きの矢印で示すように、取り付け部３１に対してバッテリパックＢ１を本体１０ｂ
の左から右（取り付け方向）に移動させることにより、バッテリパックＢ１を取り付け部
３１に取り付けることができる。逆に、バッテリパックＢ１のロック状態を解除した上で
、取り付け部３１に対してバッテリパックＢ１を本体１０ｂの右から左（取り外し方向）
に移動させることにより、バッテリパックＢ１を取り付け部３１から取り外すことができ
る。取り付け部３１には前述のように取り付けられたバッテリパックＢ１を取り外し方向
に付勢する付勢部材３１ｅを備えているため、取り付け状態のロックを解除するだけでバ
ッテリパックＢ１，Ｂ２がある程度は自動的にスライドし、取り外し作業が楽である。
【００２６】
　図９に示す第２の実施形態では、ひとつの取り付け部３１が左側に、もうひとつの取り
付け部３２が右側に配置され、バッテリパックＢ１，Ｂ２の取り付け方向が前後方向であ
る点で第１の実施形態と異なる。さらに、図１０に示す第３の実施形態では、バッテリパ
ックＢ１，Ｂ２の取り付け方向がＶ字状に傾けられている点で第２の実施形態と異なる。
第１～第３の実施形態の取り付け部３１，３２はこのように互いに隣接して配置されてい
るため、取り付け・取り外しの作業が容易となる。特に第１と第２の実施形態では取り付
け方向が同一であるため、作業が一層容易である。２個のバッテリパックＢ１，Ｂ２間に
使用者が指を差し入れることができる間隔が空いていることが望ましく、この間隔は具体
的には約１５ｍｍ以上であることが好ましい。この点で第３の実施形態はバッテリパック
Ｂ１，Ｂ２間にＶ字状の間隔があいているため、バッテリパックＢ１，Ｂ２を指で挟むこ
とができ取り付け・取り外しの作業がし易い。特に、体積が２００ｃｍ3以上の大型のバ
ッテリパックＢ１，Ｂ２の場合には、逆に２個のバッテリパックＢ１，Ｂ２が間隔が１５
ｍｍ未満に近接するように２個の取り付け部３１，３２を配設することが好ましい。この
点、図２に示す第１の実施形態では取り付けた２個のバッテリパックＢ１，Ｂ２が近接し
ている。したがってバッテリパックＢ１，Ｂ２を含むブロワ本体１０ｂの全体形状を空間
的にコンパクトにまとめることができる。
【００２７】
　取り付け部３１，３２の配置形態は上述の他にも考えられる。例えば、図１１～図１４
に示す第４～第７の実施形態では２個の取り付け部がハウジング１１の左右の各側面に対
称的にひとつずつ設けられている。図には左側の取り付け部３１のみが表されている。こ
のうち図１１と図１２に示す実施形態では、ハウジング１１の張り出し部１１ｂの上にバ
ッテリパックＢ１の長辺を沿わせて配置されているため、バッテリパックＢ１を取り付け
た状態のブロワ本体１０ｂが比較的コンパクトな形状となる。バッテリパックＢ１の取り
付け方向は、いずれの実施形態も後方から前方に向かう横方向としているが、取り付け面
の向きは図１１のように側方としても図１２のように上方としても良い。これに対し、第
６、第７の実施形態においては、取り付け面の向きはハウジング１１の左右の側方である
が、取り付け方向が図１１に示すように上から下の縦方向あるいは図１２に示すように斜
め後方に傾いた方向となっている。図１５，図１６に示す第８、第９の実施形態では２個
の取り付け部３１，３２がいずれもハウジング１１の後端に設けられている。図には片方
しか表されていないが、２個の取り付け部３１，３２は第２の実施形態と同様に左右に隣
接して配置されている。取り付け方向は、図１５に示すように上から下の縦方向としても
、あるいは図１６に示すように斜め前方に傾けてもよい。
【００２８】
［ブロワおよびバッテリパックの重心位置］
　ブロワ１０を手に携えて地面の枯葉等の清掃作業をすることを考えればブロワ１０やバ
ッテリパックＢ１，Ｂ２は使用者にとって重量物であり、それらの重心位置を特にハンド
ル２１との位置関係において考慮することは重要である。バッテリパックの取り付け部３
１，３２は、その配設位置を適切に設定することにより（または他の部材の重量バランス
を適切に変更することにより）、取り付けられた各バッテリパックＢ１，Ｂ２の重心位置
やこのバッテリパックを含むブロワ１０全体の重心位置が以下のような範囲内となるよう
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にすることが望ましい。
【００２９】
　まず図４に示すように、取り付けられたバッテリパックＢ１，Ｂ２を含むブロワ１０全
体の重心位置Ｇは、ハンドル２１の握り部２１ｇの左右方向の幅（握り幅）の中心面ＭＰ
から左右いずれかの側にずれていてもよい。図４、図９に示す第１、第２の実施形態では
この例として実際に重心位置Ｇが左側にずれている。特に、ハンドル２１の握り幅の寸法
をＷとしたとき、ブロワ１０全体の重心位置Ｇが握り幅の中心面ＭＰから左右両側に１．
５Ｗの距離の範囲内に収まっていることが好ましい。さらにはこの重心位置Ｇが左右両側
に０．５Ｗの距離の範囲内（すなわち握り部２１ｇの内部または真下）に収まっていれば
より一層好ましい。このようにすれば、ハンドル２１を握ってブロワ１０を持ったときに
全体のバランスが取りやすく、作業性が向上する。
【００３０】
　また、図４に示すように、取り付けられた各バッテリパックＢ１，Ｂ２の重心位置も、
ハンドル２１の握り幅の中心面ＭＰから左右いずれかの側にずれていてもよい。図９に示
す第２の実施形態では、各バッテリパックＢ１，Ｂ２の重心位置がハンドルの握り幅の中
心面ＭＰに対してそれぞれ左側と右側にあることが明らかである。また、各バッテリパッ
クＢ１，Ｂ２の重心位置についても全体の重心位置と同様に握り幅の中心面ＭＰから左右
両側に１．５Ｗの距離の範囲内に収まっていることが好ましい。
【００３１】
［地面等への載置］
　第１～第３の実施形態のブロワは、図２に示すように水平面に置く際にブロワ１０の本
体１０ｂの最下部と取り付けられた２個のバッテリパックＢ１，Ｂ２との３箇所で水平面
に接地できる。これらの実施形態では、本体１０ｂの最下部はハウジング１１に吸気口１
５が設けられている部分である。したがって、ブロワを地面等に置く際に、重量物である
バッテリパックを含む３箇所で接地させて置くことができるため姿勢が安定する。さらに
、図２に示すように、取り付けられたバッテリパックＢ１，Ｂ２は、いずれもブロワの最
下部よりも後側に位置し、この最下部を通ってノズル１３の中心線ＣＬと平行な面ＢＰよ
り上側（面ＢＰ上を含む）に含まれるように配設されている。これにより、地面等に置い
たときに本体１０ｂの前方に延びるノズル１３が地面に触れないためノズル１３を損傷す
る虞が少ない。
【００３２】
［変形例］
　なお、本発明は上記の例示的な実施形態に限定されることなくその他各種の形態で実施
できるものである。
【００３３】
［ブロワの形態］
　なお、ファンの別の形態として、図１７に示すように左右方向を軸とする縦型のものと
しても良い。また、ブロワ１０はノズル１３から風を吹き出す機能だけでなく、逆にノズ
ル１３に空気を吸込むことにより集塵する機能を併せ持っているものであっても良い。
【００３４】
［バッテリパックとその取り付け部］
　バッテリパックＢ１，Ｂ２の配置形態は前記のものに限られるものではない。例えば、
前述の実施形態において説明した種々の位置に設けられた取り付け部に、バッテリパック
が１個づつ取り付けられるようにしてもよい。なお、前記の実施形態では、同一の形態の
バッテリパックＢ１，Ｂ２を２個取り付ける例を示したが、異なる容積、重量のバッテリ
パックが取り付けられる取り付け部を設けてもよい。
【００３５】
　バッテリパックＢ１，Ｂ２の出力電圧、個数についても前記の実施形態に限定されない
。例えば１４．４Ｖ等その他の出力電圧仕様のバッテリパックを複数個取り付けて、合計
電圧を定格電圧とする電動モータの電源とすることができる。要は、より広く普及してい
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るバッテリパックを複数個取り付けてその合計電圧を定格電圧とする電動モータの電源と
することにより、使用者が予備等の目的で所有する複数個のバッテリパックを有効に活用
してより高出力のブロワ１０を利用することができ、これによりバッテリパックにかかる
コストを抑制しつつ高出力のブロワ１０の普及を図ることができる。
【００３６】
　また、ブロワ１０は、目的によっては取り付けられた複数のバッテリパックＢ１，Ｂ２
が直列ではなく並列に接続されるような電源回路構成として、長時間使用できるものとし
ても良い。また直列と並列とを組み合わせて、高出力と長時間使用を両立させても良い。
【００３７】
　また、バッテリパックの取り付け形式については、前記の実施形態のようなスライド取
付式のほか、差し込み式のバッテリパックとしてもよい。バッテリパックの取り付け形態
については、前記の実施形態のように外部から見えるように露出して取り付けられる形態
の他、蓋やカバーを設けて外部から見えないように取り付ける形態としても良い。
【００３８】
［バッテリパックのコントローラ］
　また、特に複数個のバッテリパックＢ１，Ｂ２を直列に接続する場合には、少なくとも
各バッテリパックの電圧を監視・制御するコントローラを備えることが望ましい。バッテ
リパックＢ１，Ｂ２のコントローラは、モータ４１の駆動状態を制御するモータコントロ
ーラと一体（一つのマイコンで処理を行う）であってもよいし、別体（別々のマイコンで
処理を行う）であってもよい。ハウジング１１内における占有空間の減少、配線の削減な
どの観点からは両者が一体であることが望ましい。
【００３９】
　バッテリパックＢ１，Ｂ２のコントローラの配置位置としては、配線の削減の観点から
は、バッテリパックの取り付け部３１の端子３１ｂ，３１ｃの近傍（図２の符号４５Ａ）
が望ましい。また、発熱するバッテリパックＢ１，Ｂ２のコントローラを冷却するという
観点からは、通常、モータ４１の軸に取付けられる冷却ファン（前記の送風ファン４３と
は異なる）により発生する空気流に接するように配置されることが望ましい。すなわち、
ブロワ１０のハウジング１１を貫通する吸気孔から冷却ファンへ通じる空気通路または、
冷却ファンから排気孔へ通じる空気通路のいずれかの途中に配置されることが望ましい。
この場合、より冷却されやすいモータ４１の近傍（図２の符号４５Ｂ）に配置されること
が望ましい。
【００４０】
［バッテリパックの残容量報知］
　また、特に複数個のバッテリパックＢ１，Ｂ２を直列的に接続する場合には、いずれか
１つのバッテリパックＢ１，Ｂ２の故障、放電によってブロワ１０が使用できなくなる。
このため、どのバッテリパックＢ１，Ｂ２の放電などにより、ブロワ１０が停止したかを
知るために、各バッテリパックＢ１，Ｂ２の残容量の報知手段を設けることが望ましい。
図１８から図２０には報知手段の一例として、点灯するバーの数で残容量を表す視覚的表
示５１，５２が示されている。使用者への報知の方法は、このようなバーを用いる他、色
、点滅速度、音で残容量を表す方法でも良い。また、報知手段は図１８から図２０に示す
ようなボタン５３を押したときのみに報知がなされるように構成しても良い。
【００４１】
　視覚的表示による報知の場合、各バッテリパックに対応する表示の位置は、使用者のバ
ッテリパックＢ１，Ｂ２を取り付ける時やブロワ１０を使用する際に見えるバッテリパッ
クＢ１，Ｂ２の配置と空間的に対応する配置で設けられることが望ましい。例えば、第１
の実施形態のようにバッテリパックＢ１，Ｂ２が前後に並んで配置される場合には、対応
する表示５１，５２も図１８および図１９に示すように前後に並べて配置される。また、
第２の実施形態のようにバッテリパックＢ１，Ｂ２が左右に並んで配置されている場合に
は、対応する表示５１，５２も図２０に示すように左右に並べて配置する。なお視覚的表
示の位置は、ブロワ１０を持って使用する際に視認しやすいように、例として図１９に示
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【００４２】
　なお、バッテリパックＢ１，Ｂ２が所定値を下回る残容量となった場合（駆動停止状態
の場合）に、複数のバッテリパックＢ１，Ｂ２のうちのいずれが原因かを示す手段（ラン
プの点滅、赤色表示）を設けてもよい。
【符号の説明】
【００４３】
１０   ブロワ
１０ｂ 本体
１１   本体のハウジング
１３   ノズル
１５   吸気口
２１   ハンドル
２１ｇ 握り部
Ｗ     ハンドルの握り幅
４１   電動モータ
４３   送風ファン
３１，３２    取り付け部
Ｂ１，Ｂ２    バッテリパック

                                                                                

【図１】 【図２】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１６】
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【図１８】 【図１９】
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